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１ 

＜参加者からの感想＞① 

個別サポート加算の学習会、ありがとうございました。とても

わかりやすく、自分たちがすべきことは何かを考える機会にな

りました。そして、親御さんと共に考えたいと強く感じました。

もっと知りたい学びたい繋がりたい気持ちも高まりました。 

＜参加者からの感想＞② 

子どもの尊厳、子育てをする保護者の尊厳を奪う報酬改定は、

絶対に許せません！！ 

個別サポート加算の学習会・交流会を開催しました 
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大
き
な
自
治
体
間
の
格
差 

５
領
域

11
項
目
の
半
数
以
上
は
、

「
行
動
障
害
及
び
精
神
障
害
」(「
読
み
書

き
の
困
難
」
が
含
ま
れ
る)

に
関
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
乳
幼
児
期
に

は
そ
ぐ
わ
な
い「
そ
う
・
う
つ
」
が
あ
っ
た

り
し
ま
す
。
３
歳
以
上
は
、
こ
の「
行
動

障
害
及
び
精
神
障
害
」
の
項
目
に「
１
つ

以
上
」
該
当
す
る
こ
と
が
「
加
算
Ⅰ
」
の

要
件
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

５
月
14
日
に
開
催
し
た
私
た
ち
の
学

習
会
で
の
交
流
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
全
員
に

支
給
決
定
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
れ
ば

半
数
に
留
ま
る
と
こ
ろ
も
あ
る
、
重
症

児
が「
行
動
障
害
及
び
精
神
障
害
」
に
お

い
て
該
当
し
な
い
た
め
に「
非
該
当
」
に

な
っ
て
い
る
、
職
員
の
子
ど
も
理
解
と
は

大
き
な
隔
た
り
の
あ
る
決
定
に
な
っ
て

い
る
、「
読
み
書
き
の
困
難
」に
依
拠
し
て

す
べ
て
の
子
ど
も
を
該
当
に
し
て
い
る
な

ど
、
実
態
は
自
治
体
間
で
千
差
万
別
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
厚
労
省

の
判
定
の
た
め
の「
留
意
事
項
」
を
も
と

に
独
自
の
調
査
票
を
作
成
し
て
い
る
自

治
体
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た

工
夫
は
あ
っ
て
も
保
護
者
の「
我
が
子
の

背
負
う
も
の
の
重
大
さ
を
感
じ
て
暗
い

気
持
ち
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
虐
待
可
能
性
な
ど
の「
要

支
援
児
童
」
へ
の
対
応
に
対
す
る
「
加
算

Ⅱ
」
は
、
案
の
定
、
保
護
者
の
了
承
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
と
で
、
申
請
・
運

用
の
実
態
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
。 

政
策
の
視
座
が
子
ど
も
・家
族
の
側

に
置
か
れ
て
い
な
い 

 

調
査
の
実
施
・
判
定
は
自
治
体
に
任
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
間
の
大
き
な

齟
齬
、
格
差
は
、
公
平
性
が
担
保
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
点
で
、
施
策
の
根
本
的

な
欠
陥
の
現
れ
で
す
。
そ
の
欠
陥
と
は
、

５
領
域
11
項
目
の
選
定
や
そ
の
偏
り
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
国(

厚
労
省)

が
乳

幼
児
期
の
子
ど
も
と
家
族
が
負
う
障
害

と
発
達
の
状
況
、
そ
こ
か
ら
引
き
起
こ

さ
れ
る
生
活
の
困
難
を
、
丁
寧
に
そ
し

て
全
面
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
意
志

を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
、
国
民
の
側
に
視
座
が
定
め
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
結
果
と

し
て
子
ど
も
や
家
族
、
そ
し
て
実
践
の
場

へ
の
想
像
力
を
著
し
く
欠
い
た
政
策
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
こ
と
を
私
た
ち
が
わ
か
っ
て
、
背

す
じ
を
伸
ば
し
て
批
判
の
立
場
に
立
て

る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
契
約
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
日
額
報
酬
、
個
別

化
さ
れ
た
加
算
な
ど
は
、
極
端
な
営
利

主
義
を
生
み
ま
す
が
、
心
あ
る
実
践
者

の
側
に
も
「
経
営
」
に
意
識
を
占
有
さ
れ

て
い
く
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
い
つ
も
子
ど
も
と
家
族
の
側
に
立
っ

て
政
策
の
本
質
を
見
抜
こ
う
と
す
る
集

団
的
な
議
論
と
運
動
が
必
要
で
す
。
そ

の
な
か
で
、
子
ど
も
と
家
族
を
個
別
化

し
て
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の

子
ど
も
の
発
達
の
た
め
に
、
分
け
隔
て
な

く
大
切
に
し
、
仲
間
と
し
て
の
連
帯
を

築
く
方
向
で
向
き
あ
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
粗
雑
な
施
策
を

な
ぜ
急
ぐ
の
か
と
い
う
疑
問
を
も
た
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。
３
年
後
の
報
酬
改
定

の
た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
到
達
し
て
お
き
た

い
政
策
課
題
と
し
て
今
回
の「
加
算
Ⅰ
」

「
加
算
Ⅱ
」
が
位
置
づ
い
て
い
る
と
私
た

ち
は
み
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
障
害
程

度
」
に
よ
る
報
酬
＝
支
援
区
分
方
式
の

子
ど
も
分
野
へ
の
導
入
の
第
一
段
階
を

敷
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
静
か

に
粘
り
強
く
、
こ
の
運
動
を
広
め
た
い
と

思
い
ま
す
。(

詳
細
は
、
全
障
研
Ｈ
Ｐ
か
ら

『
障
害
者
問
題
研
究
』
第
49
巻
１
号
、
中

村
尚
子
「
障
害
児
通
所
支
援
２
０
２
１
年

度
報
酬
改
定
の
問
題
点
」
を
お
求
め
に

な
っ
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。) 

 

す
べ
て
の
子
ど
も
の
発
達
の
た
め
に 
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児童発達支援センター「こじか園」は和歌山市にあり、今年度は 35人の子どもたちが毎日

元気に通ってきています。 

障害乳幼児の療育に応益負担を持ち込ませない会の会報が届くと、職員、こじか親の会（保

護者会）それぞれで回覧し、意見交換をしたりしています。 

昨年 11月の会報を読んで親の会で話し合い、保護者にアンケートをとり、意見をまとめて

厚労省に FAXやはがきを送りました。 

 新年度、和歌山市は４月に入ってから個別サポート加算Ⅰについて、各家庭に 5領域 11項

目についてのアンケートを郵送。何の説明もなく届いたので、保護者から問い合わせが園にた

くさんあり、市に確認しました。 

これから、親の会で保護者の思いを出しあい、和歌山市や国に届けていく予定にしています。    

保護者が届いた文章の一つです。 

「行動に偏った項目だけでは、支援が必要としていることが見えないと思います。点数と生

きづらさはイコールではないと感じます。子どもは発達途上にあります。すべての子どもの発

達への権利を平等に保障されるべきだと思います。」      こじか園園長 尾﨑 由加子 

 

発達への権利を秒度に保障されるべき ～和歌山より 

 

あかつき・ひばり園における個別サポート加算Ⅰについては、医療型のあかつき園は 7割位、

福祉型のひばり園・第 2ひばり園は 6割位が対象になりました。あかつき園の年長重心児は加

算から外れたため、障害福祉課の担当者に問い合わせたところ、乳幼児期の場合、保護者に行

動障害や精神障害の項目について、直接尋ねることは難しいため、相談支援事業所が提出した

基本情報や計画内容から読み取り、チェックしたとのこと。子どもの状態を理解し項目に当て

はまるかをチェックする担当 CWの判断基準は個々にばらつきがあり、「ケアニーズが高い障

害児の加算」が実態とかけ離れ、矛盾したものになっていました。加算対象となった保護者か

らは「加算について、ネットで検索したけど、手がかかる子ということですよね」「重い子と

いうことはわかっているけどショックです」という声があり、改めて保護者の不安や混乱を招

く加算であることが浮き彫りになりました。また、個別サポート加算Ⅱについては、事業所の

一方的な視点で判断することになり、基準があいまいです。保護者の承諾を得て個別支援計画

に記載する必要があり、丁寧な支援を必要とする保護者との信頼関係を崩すリスクが大きい問

題のある加算だと言えます。個別サポート加算Ⅰ･Ⅱではなく、どの子にも必要な丁寧な支援

が受けられる報酬制度にするために、見直しを求めます。  寝屋川市立あかつき・ひばり園 

どの子にもていねいな支援を ～大阪府寝屋川市より 

＜参加者からの感想＞③ 

●先日は貴重な勉強会の機会をありがとうございました。このご時世、なかなか皆が集まっ

て学習会を開けないですが、ああいった形で、更に全国の現場で今何が起こっているのかを

知ることが出来るのは本当に貴重な事ですし、所変われば行政の在り方も様々だという事が

分かりました。なぜ、そういったばらつきがあるのだろうと素朴な疑問も湧きました。今後

もこの課題は常に考えていかなければいけませんが、なかなかこういった請求関係の勉強会

は無いので、定期的に開催していただけるのであれば、ぜひ参加させていただきたいと思っ

ております。今後ともよろしくお願い致します。 
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5月 14日の ONLINE学習会には、広島県東部幼児通園療育機関協議会（幼通協）や福山地域

児童発達支援事業連絡協議会（児発連）に呼び掛けて、この地域からも多くの参加がありまし

た。「国の制度なのにどうしてこんなに自治体によって扱いが違うの？」「悩んだ末、意を決

して受給者証を手にした保護者にどう説明したらいいのか」「支援というよりサービスの売り

買いだ、自立支援法の問題が頭をよぎる」「行政の判定は“この子について、なんでこの子に

つかないの？”と納得できない」などの声が寄せられ、本当に行政も私たち現場も保護者も、

誰も納得しないままの見切り発車です。広島県東部でも、市の担当者が聞き取りをするところ、

通っている施設で聞き取りをするところ、聞き取りなしで過去のデータに基づいて判定すると

ころ、など様々です。 

毎日通園の知的障害児のセンターでは８～９割、併行通園の難聴・発達障害のセンターでは

４～５割が該当しています。保護者の心情にも園の運営にも大きな影響があるだけに、該当す

る・しないの根拠を説明してもらいたいし、今後はこれをどうしていくのか、現場でどんな問

題が起こっているのかを伝えて、国の制度を見直してもらえるように市からも働きかけてもら

うよう、幼通協や児発連で動いていきたいと思います。また、保護者には各園ごとの説明をし

ていますが、「療育を守る親の会」とも連携しながら動きを作っていきたいと思います。                                 

神谷さとみ 

誰も納得していない ～広島より   

 

鹿児島の地で、37年間 0歳からの障害乳幼児の療育に携わってきた者として、どうしても

意見を述べたいと思います。今回の報酬改定である「個別サポート加算Ⅰ・Ⅱ」には反対です。

その理由は、これまで療育のとりくみを場づくりから親御さんとの信頼関係を基に丁寧に進め

てきた中での切実な実感からです。一番難しい障害の受容について、療育実践で子どもの発達

的変化を引き出しながら、その事実をもって「可能性と希望を語る」ことで保護者との信頼関

係を構築し、保護者の悩みや苦しみにも共感しながら、保護者の仲間づくりも丁寧に進め、¨

独りぼっちをなくす¨ということを大切にしてきました。 

 新改定は、これまで大切にしてきたことを根底から突き崩してしまうものです。子ども庁の

創設が検討されている今こそ、障害があっても¨子どもは子ども¨として尊重して、加算方式

での支援ではなく、基本報酬の増額と月額報酬への移行こそを強く求めます。  大迫より子 

仲間づくりで独りぼっちをなくす ～鹿児島より 

＜参加者からの感想＞④ 

●今回途中参加であったため、草笛学園 長谷川先生の話を聞くことが出来ず残念でし

た。個別サポート加算については、児童発達支援の多くの方がついてしまうことの話、確

かにと思っております。 

福山市は、近隣の三原市のように個別サポート加算がつく児童の通知は来ないので、各

自がおのおのの確認になってしまうことが大変だと思っております。 

放デイでも、明らかにつきそうな児童についていなかったりするため、確認が必要なの

ではと思いつつ、保護者様だのみになる面もぬぐえない現状だと改めて思いました。こう

いった機会に今後も参加できるようにしていきたいと思います。ありがとうございまし

た。 
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大阪府堺市では、児童発達支援センターに毎日通っているお子さんのほとんどは、加算Ⅰが

ついている状況です。 

センターの職員組合の役員をしている友人に、さっそく学習会の内容を報告しました。友人

からは、加算Ⅰの調査項目については、「自分たちの『聞き方次第で保護者に悲しい思いはさ

せない』と思ってあまり問題を感じていなかった。」「どのような目的で、どのような今後の

見通しがあって制度が作られているかが大事なんですね。今回の厚労省の説明文だけでは気づ

かないわ。」との返事をもらい、組合の役員会の中でも問題意識を共有してくれたそうです。

堺市の中では、児童発達支援事業所を運営する昔からある民間法人の中でも、アセスメントが

しやすくなるというような好意的な声もあるということもききました。オンライン学習会の中

でも、上限額管理や保育の無償化などの制度がある中で、応益負担の問題が見えにくくなって

いるとの声がありましたが、堺市の中で同様の状況があることを改めて感じました。 

 私個人の体験では、最近、軽度の発達の遅れのある３歳児で、市の療育は通わず、習い事的

な児童発達支援事業の「療育」をうけながら、民間のこども園に入園するという親子に数名出

会いました。「療育」に通っているということになっているので、特に継続的に相談できる場

所もなく、大変孤独な育児をされているように見えました。不安感から自分でネット検索をし

ておられるようで、非常に胸が痛みました。 

 コロナ禍の難しさもありますが、まず、親には、複雑な「申し込み手続き」や「契約」など

せず、気楽に親子で遊びに行ったついでに相談できる場所が、子どもには「できる―できない」

に迫られない無条件に「楽しい」と思える遊び場が必要だと思います。その中で、親同士のつ

ながりも作られていくと感じるからです。                  高橋真保子 

 

無条件に「楽しい」と思える遊び場を～大阪府堺市より 

 

通園児のうち 2 名を除いて、市から加算について連絡がありませんでしたので、学習会の

あと、さっそく、最寄りの市に問い合わせました。 

H 市は 9 人中 4 人が該当するが、他の人は受給者証の更新が 8 月や 10 月、来年の 2 月

なのでその時に見直すという返事でした。  

担当者はのんびり考えているの か、家族、施設に与える影響（意味合い）は深く考えてい

る印象は受けませんでした。 

 S 市は 4 人中 3 人が該当でしたが、非該当 1 名は行動分野のところでチェックが入らな

かったので該当しないとのことでした。でも目を離せない子です。 

市の担当者自身、この聞き取り（加算の意味合い）が家族や本人に与える影響を深く考えて

いないのではないか、という感じがしました。 

H 市の対応については、厚労省からどのような指示があって対応しているのかが、不明でし

たので、県から厚労省に問い合わせをしたところ、聞き取り項目は統一しているが、時期につ

いては市町村判断になるということでした。県は、県内事業所の状況を確認しているところで

したので、 H 市の対応について県から電話を入れて確認したそうです。H 市は県との電話で

は 6 〜 7 月に対応を考えているという返事だったようです。今後、 H 市に連絡をとってい

こうと思います。                   埼玉県・児童発達支援事業、植村勉 

 

家族に与える影響をちゃんと考えて 
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○
倉
林
明
子
君 

 

日
本
共
産
党
の
倉
林
で
す
。 

発
達
の
つ
ま
ず
き
や
障
害
の
あ
る
乳

幼
児
が
通
い
ま
す
児
童
発
達
支
援
、
こ

の
報
酬
改
定
が
今
般
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
質
問
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

個
別
サ
ポ
ー
ト
Ⅰ
、
そ
し
て
個
別
サ

ポ
ー
ト
Ⅱ
と
い
う
こ
と
で
新
設
さ
れ
た

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
加
算
の
内
容
に
つ
い

て
簡
潔
に
ご
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
。 

○
政
府
参
考
人
（ 

赤
澤
公
省
君
） 

 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。
令
和
三
年
度
の

障
害
福
祉
等
報
酬
改
定
で
つ
く
ら
れ
ま

し
た
児
童
発
達
支
援
の
個
別
サ
ポ
ー
ト

加
算
Ⅰ
及
び
個
別
サ
ポ
ー
ト
加
算
Ⅱ
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

個
別
サ
ポ
ー
ト
加
算
Ⅰ
は
、
ケ
ア
ニ
ー

ズ
の
高
い
障
害
児
へ
の
支
援
を
充
実
さ

せ
る
観
点
か
ら
、
食
事
や
排
せ
つ
等
の

介
助
の
必
要
性
や
、
強
い
こ
だ
わ
り
や

自
傷
、
他
害
と
い
っ
た
行
為
が
発
生
す

る
頻
度
等
の
調
査
に
よ
り
ま
し
て
、
一

定
以
上
の
項
目
に
該
当
す
る
障
害
児
に

支
援
を
行
っ
た
場
合
に
、
一
日
当
た
り

百
単
位
を
加
算
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
個
別
サ
ポ
ー
ト
加
算
の
Ⅱ

の
方
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
虐
待
等
の
要

保
護
、
要
支
援
児
童
は
、
家
庭
と
の
関

わ
り
合
い
や
、
そ
れ
か
ら
心
理
的
に
不

安
定
な
児
童
へ
の
ケ
ア
、
支
援
に
必
要
な

関
係
機
関
と
の
連
携
と
い
っ
た
こ
と
が

必
要
と
な
る
こ
と
を
考
慮
い
た
し
ま
し

て
、
児
童
相
談
所
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
公
的
機
関
や
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
等
と
連
携
す
る
な
ど
の

要
件
を
満
た
し
、
要
保
護
、
要
支
援
児

童
に
支
援
を
行
っ
た
場
合
に
、
こ
ち
ら
の

方
は
一
日
当
た
り
百
二
十
五
単
位
を
加

算
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
倉
林
明
子
君 

 

い
や
、
こ
れ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
現
場
か
ら
は
、
も
う
中

止
し
て
く
れ
と
、
こ
う
い
う
声
が
実
は
上

が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

 

個
別
サ
ポ
ー
ト
加
算
の
Ⅰ
、
こ
れ
で

す
、
こ
の
加
算
を
取
る
た
め
に
ど
う
い

う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
い

ま
す
と
、
調
査
や
る
ん
で
す
。
二
重
、
三

重
に
こ
れ
が
現
場
に
混
乱
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。 

 

先
ほ
ど
若
干
紹
介
あ
り
ま
し
た
多

動
、
パ
ニ
ッ
ク
、
他
傷
、
自
傷
行
為
な
ど
、

行
動
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の
項
目
で

聞
き
取
り
調
査
を
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
支
援
の
困
難
さ
に
よ
っ

て
給
付
費
に
差
を
付
け
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
、
現
場
か
ら
ど

ん
な
声
上
が
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
子

供
に
値
札
付
け
る
よ
う
だ
と
。 

 

障
害
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
に
、
大
体
、

子
供
の
障
害
を
親
が
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
と
い
う
場
合
は
本
当
に
多
い
で
す
。
そ

う
い
う
保
護
者
に
対
し
て
、
我
が
子
が

深
刻
な
問
題
を
持
っ
て
い
る
と
、
そ
う
い

う
こ
と
を
強
く
印
象
付
け
る
項
目
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
な
ん
で
す
ね
。
結

果
と
し
て
、
育
児
の
希
望
、
そ
し
て
我
が

子
へ
の
成
長
、
発
達
の
信
頼
、
こ
れ
奪
い

か
ね
な
い
と
い
う
指
摘
が
上
が
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

五
領
域
十
一
項
目
、
こ
れ
に
よ
る
判

定
は
子
供
も
保
護
者
も
傷
つ
け
る
も
の

で
あ
る
と
、
改
め
て
不
適
切
で
は
な
い
か

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

○
政
府
参
考
人
（ 

赤
澤
公
省
君
） 

 

ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
て
お
り
ま
す

個
別
サ
ポ
ー
ト
加
算
Ⅰ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
著
し
く
重
度
か
つ
行
動
上
の
課
題

が
あ
る
な
ど
、
ケ
ア
ニ
ー
ズ
が
高
い
障
害

 
個
別
サ
ポ
ー
ト
加
算
Ⅰ
、
Ⅱ
は 

丁
寧
な
支
援
に
逆
行 

 
 
 

倉
林
明
子
議
員
、
参
議
院
厚
労
委
で
質
問
（
６
月
10
日
） 
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児
を
受
け
入
れ
て
支
援
し
た
と
き
に
加

算
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
判
定
に
係

る
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
障
害
児
の
状

態
を
適
切
に
把
握
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

御
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
五
領
域
十

一
項
目
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
介
助
の
必

要
性
や
障
害
の
程
度
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
市

町
村
が
給
付
決
定
の
際
に
用
い
て
き
た

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
か
ら
、
保
護
者

や
自
治
体
の
調
査
の
負
担
が
大
き
く
な

ら
な
い
よ
う
引
き
続
き
こ
れ
と
同
様
の

項
目
を
用
い
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
、
市
町
村
に
対
し
ま
し
て
、
障

害
児
の
日
ご
ろ
の
状
態
を
最
も
熟
知
し

て
い
る
保
護
者
か
ら
の
聞
き
取
り
の
み

な
ら
ず
、
か
か
り
つ
け
医
等
、
本
人
の
状

態
を
よ
く
知
っ
て
い
る
方
か
ら
の
聴
取

も
含
め
、
総
合
的
に
勘
案
し
て
加
算
の

要
否
を
決
定
す
る
こ
と
を
お
示
し
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
こ
の
調
査
項
目
の
聞
き
取
り

に
よ
り
ま
し
て
市
町
村
が
障
害
児
の
状

態
を
適
切
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
新
た

に
調
査
項
目
ご
と
に
具
体
例
を
お
示
し

す
る
な
ど
、
聞
き
取
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
留
意
事
項
を
お
示
し
し
て
お
り

ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
、
個
別
サ
ポ
ー
ト
加
算
Ⅰ
の
取
扱
い

等
を
お
示
し
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
適
切
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

○
倉
林
明
子
君 

 

い
や
、
運
用
の
問
題
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

よ
。
調
査
そ
の
も
の
が
、
実
際
、
給
付
し

よ
う
、
受
給
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は

使
っ
て
い
た
も
の
だ
と
言
う
ん
だ
け
ど
、

全
然
使
い
方
が
変
わ
っ
て
、
こ
れ
が
現
場

で
非
常
に
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る

し
、
子
供
に
と
っ
て
も
親
に
と
っ
て
も
こ

れ
は
不
適
切
だ
と
い
う
声
上
が
っ
て
い

る
ん
で
す
。 

 

始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
ね
、
こ
う
い

う
声
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
の
を
是
非
つ

か
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
全

て
の
子
供
に
対
し
て
十
分
な
環
境
を
整

え
る
、
保
護
者
に
対
し
て
丁
寧
な
支
援

が
必
要
だ
と
、
加
算
を
子
供
に
よ
っ
て
設

け
て
保
護
者
の
負
担
に
す
る
と
い
う
こ

と
は
支
援
に
逆
行
す
る
と
い
う
指
摘
で

す
か
ら
、
し
っ
か
り
つ
か
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

個
別
サ
ポ
ー
ト
加
算
の
Ⅱ
に
つ
い
て
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
算
定
し
て
い
る
よ
う

な
児
童
発
達
支
援
の
事
業
所
と
い
う
の

は
つ
か
ん
で
い
る
か
、
取
得
率
は
ど
う

か
。 

○
政
府
参
考
人
（ 

赤
澤
公
省
君
） 

 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

個
別
サ
ポ
ー
ト
加
算
Ⅱ
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
令
和
三
年
四
月
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
分
か
ら
加
算
が
可
能
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
全
国
の
事
業
所
の
請
求
状
況

が
デ
ー
タ
化
さ
れ
る
に
は
一
定
の
期
間

を
要
す
る
た
め
、
四
月
の
請
求
状
況
に

つ
い
て
は
現
時
点
で
は
把
握
で
き
て
い
な

い
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
倉
林
明
子
君 

 

こ
れ
実
際
に
聞
い
て
い
ま
す
と
、
先
ほ

ど
も
紹
介
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
虐
待
の

ケ
ー
ス
に
も
加
算
が
付
く
と
い
う
も
の

な
ん
で
す
ね
。
加
算
の
同
意
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
あ

な
た
、
虐
待
し
て
い
る
か
も
ね
と
い
う
こ

と
を
親
に
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
ん
で

す
よ
。
事
実
上
。
だ
か
ら
、
現
場
で
全
然

使
わ
れ
て
い
な
い
で
す
、
聞
い
た
ら
、
こ

の
虐
待
の
可
能
性
の
あ
る
子
供
に
対
す

る
加
算
に
つ
い
て
は
。
聞
け
な
い
か
ら
で

す
よ
。
本
当
に
現
実
的
じ
ゃ
な
い
な
と
思

い
ま
す
。 

 

一
歩
間
違
う
と
、
こ
れ
、
保
護
者
と
の

信
頼
関
係
を
壊
し
か
ね
な
い
し
、
実
際

に
現
場
の
様
子
を
先
ほ
ど
紹
介
し
た
ん

だ
け
れ
ど
も
、
使
え
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
重
ね
て
言
い
た
い
。 

 

虐
待
の
可
能
性
を
保
護
者
に
伝
え
る

と
い
う
こ
と
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
、

保
護
者
の
自
己
責
任
に
し
な
い
と
い
う

の
が
虐
待
対
応
の
私
基
本
だ
と
思
う
ん

で
す
ね
。
保
護
者
、
こ
れ
が
基
本
な
の

に
、
こ
の
加
算
が
付
け
ば
保
護
者
負
担

に
も
な
っ
て
く
る
と
い
う
立
て
付
け
な
ん

で
す
ね
。
使
え
て
い
な
い
実
態
も
よ
く
つ
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か
ん
で
、
現
場
で
ど
ん
な
声
が
あ
る
か

と
い
う
こ
と
を
把
握
し
て
ほ
し
い
な
と
思

い
ま
す
。
極
め
て
問
題
の
あ
る
か
さ
ん

だ
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

大
臣
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
最
後

に
お
聞
き
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

加
算
で
の
対
応
で
は
な
く
て
、
加
算
で

の
対
応
と
い
う
の
を
、
ま
あ
介
護
保
険

で
も
さ
ん
ざ
ん
や
っ
て
き
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
こ
の
児
童
の
、
障
害
を
持
っ
て
い

る
児
童
の
と
こ
ろ
に
ま
で
持
ち
込
む
と

い
う
こ
と
、
こ
れ
、
本
当
初
め
て
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
ん
で
す
。
こ
う
い
う
加
算
じ

ゃ
な
く
て
、
基
本
報
酬
の
増
額
、
そ
し
て

月
額
報
酬
へ
の
移
行
と
い
う
の
が
現
場

の
強
い
要
求
だ
と
、
こ
う
い
う
点
で
の
見

直
し
、
要
る
と
思
う
ん
で
す
。
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

国
務
大
臣
（ 

田
村
憲
久
君
） 

 

こ
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
の

改
定
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
言
わ

れ
た
よ
う
な
個
別
サ
ポ
ー
ト
加
算
と
い

う
形
、
Ⅰ
、
Ⅱ
と
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

い
や
、
こ
れ
は
や
は
り
、
Ⅰ
な
ら
ば
本
当

に
重
い
障
害
を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん
に

対
し
て
対
応
し
て
い
た
だ
か
な
き
ゃ
い
け

ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
分
だ
け
加
算
と
い
う

意
味
で
は
こ
う
い
う
形
を
付
け
さ
せ
て

い
た
だ
く
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
一
方

で
、
ま
あ
言
う
な
ら
ば
今
言
っ
た
基
本

報
酬
の
部
分
も
、
今
回
、
八
百
三
十
単

位
か
ら
八
百
五
十
五
単
位
に
上
げ
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
そ

ち
ら
の
方
も
ち
ゃ
ん
と
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
加
算
分
も
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
て
お
る
と
い
う
形
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
そ
こ
は
御
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
月
単
位
で
と
い
う
お
話
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
も
う
以
前
か
ら

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
お
話
は
あ
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
利
用
さ
れ
る

方
々
か
ら
す
る
と
、
日
々
い
ろ
ん
な
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
し
、
あ
わ
せ
て
、
自
己
負
担
が
生
じ
る

場
合
に
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て
負
担
分
が

増
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
や
は
り
こ
れ
は
日
額
と
い
い
ま

す
か
、
日
単
位
と
い
う
よ
う
な
形
で
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
倉
林
明
子
君 

 

も
う
何
度
も
こ
れ
議
論
し
て
き
て
い
る

こ
と
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
日
払
い
と
い
う

こ
と
が
事
業
所
側
に
と
っ
て
は
安
定
的

な
経
営
を
本
当
に
脅
か
し
て
い
る
と
。

安
定
性
が
な
い
の
は
子
供
の
と
こ
ろ
も

そ
う
で
す
よ
ね
。
障
害
の
あ
る
と
こ
ろ
ほ

ど
見
通
し
が
立
た
な
い
と
い
う
事
業
収

入
の
根
っ
こ
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

私
か
ら
も
重
ね
て
そ
の
点
は
指
摘
を
し

た
い
。 

 

障
害
を
持
っ
て
い
る
子
供
さ
ん
、
虐
待

で
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
供
さ

ん
、
そ
れ
遠
ざ
け
る
よ
う
な
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
と
、
人
権
侵
害
す
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
と
い
う
、
現
場
で
起
こ
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
早
急
に
つ
か
ん
で
、
早

急
な
見
直
し
を
重
ね
て
求
め
て
、
終
わ

り
ま
す
。 
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６
月
14
日
、
厚
生
労
働
省
の
主
催

で
、
同
検
討
会
の
第
１
回
の
会
議
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
改
正

児
童
福
祉
法
の
下
、
２
０
１
２
年
か
ら

は
じ
ま
っ
た
障
害
児
通
所
支
援
の
見
直

し
を
行
い
、
９
月
に
報
告
が
ま
と
ま
る

予
定
で
す
。
検
討
会
の
結
論
は
、
障
害

者
総
合
支
援
法
な
ど
障
害
福
祉
全
体
の

見
直
し
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
社
会
保
障

審
議
会
に
上
げ
ら
れ
、
必
要
が
あ
れ
ば

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。 

 

主
な
検
討
事
項
は
、
①
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ
け
、
②
児
童
発

達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

役
割
・
機
能
の
在
り
方
、
③
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
、
④
障
害
児
通
所
支

援
の
支
給
決
定
の
在
り
方
、
⑤
事
業
所

指
定
の
在
り
方
の
５
点
で
す
。
検
討
会

「
資
料
１
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

第
１
回
の
会
議
で
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
障
害
児
通
所
支
援
を
構
成
す
る
事

業
の
現
状
が
報
告
さ
れ
、
関
係
構
成
員

が
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省

が
現
状
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
使
っ

た
資
料
の
中
に
は
、
通
級
に
よ
る
指
導

の
増
加
の
ほ
か
、
臨
床
心
理
・
神
経
心

理
検
査
の
算
定
回
数
の
増
加
な
ど
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
出
て
こ
な
か
っ
た
数
字

も
引
き
合
い
し
て
、「
子
ど
も
の
心
理
・

発
達
に
関
す
る
特
性
把
握
の
需
要
が

年
々
増
加
し
て
い
る
と
い
え
る
」
と
い

う
結
論
づ
け
を
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
検
討
会
の
「
資
料
３
」
を
ぜ
ひ
読

ん
で
く
だ
さ
い
。 

構
成
員
か
ら
、
「
保
護
者
負
担
の
４

６
０
０
円
と
３
７
２
０
０
円
の
間
が
あ

り
す
ぎ
る
」
と
い
っ
た
発
言
も
あ
り
ま

し
た
。
「
一
般
施
策
」
の
利
用
＝
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
な
取
り
組
み
が
不
足
し
て

い
る
と
い
う
主
張
も
め
だ
ち
ま
し
た
。

児
童
発
達
支
援
の
関
係
で
は
、
セ
ン
タ

ー
の
機
能
が
焦
点
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
団
体
に
全
国
放
課
後
連
が
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
毎
回
の
議
論
、
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。 

 

 

 

 
障
害
児
通
所
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
始
ま
る 

 
 
 

 
 

法
改
正
を
見
通
し
９
月
に
ま
と
め 

副
代
表 

中
村
尚
子 

 

  

厚生労働省のホームページ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_19219.html 
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障害者問題研究 49巻 1号 

特集 乳幼児期の発達保障と 

児童発達支援の課題 

児童発達支援の機能と役割    井原哲人 

自治体における障害児福祉計画の現状と課題   

新井利民 

発達支援と地方自治―鹿児島県伊佐市を例に  

若林隆泰 

連帯して療育の質を高めあう地域づくり 

          長谷川貴一・中塚まちい 

実践 

｢安心」「楽しい」「大好き」を大切に

した療育 寝屋川 安藤史郎 

 

保育園と家庭の間につくるスモー

ルステップ 山梨 飯室智恵子 
 

政策動向 

障害児通所支援 2021年度報酬改

定の問題点      中村尚子 

【全障研出版部】 

 



主催 ＮＰＯ法人 発達保障研究センター 

〒169-0051 新宿区西早稲田 2-15-10 

 西早稲田関口ビル 全障研気付 

発達保障研究センター 

問い合わせ npocenter@nginet.or.jp 

“ 

日時                   

２０２１年 

８月２９日（日） 
１３：００～１５：３０   
 

Zoom ミーティングによるオンライン

の学習会です。 
 

【参加方法】 

○右下のＱＲコードもしくはＵＲＬにアクセス、

必要事項を記入して申し込みをしてください 

○８月２３日以後、参加のためのＵＲＬと資料を

送ります。 

 

13：00 開  始 

 

プログラム 1 基調報告 

子育てへの共感は 

“トレーニング”からは生まれない 

「一緒に悩む」から始まる保護者への支援 

池添 素さん（福祉広場） 

 

 

 

 

 

プログラム 2 実践報告 

療育のなかで，保護者とともに 

子どもを理解する 

浜田友紀さん 

（鹿児島県湧水町子ども発達支援センターみのり） 
 

 

 

プログラム 3 報告を受けて二人のトーク 

 

15:30 終了予定 

｢発達保障のための相談活動｣ 

を広げるオンライン学習会 

参加費 1500 円 

学習会終了後、お支払い方法をご案内します。 

◆療育や放課後の実践なかで、保護者への支

援は重要な位置を占めます。昨年の学習会で

も、相談支援の場面で保護者の思いを聴き取

ることの大切さが話し合われました。 

◆今年度の報酬改定で「事業所内相談支援加

算」にペアレント・トレーニングの実施が例

示されたことで、保護者への支援はあらたに

注目されています。 

◆こうした情勢の中であるからこそ、保護者

と子ども理解を共有しあいながら療育につな

ぐ、さらに療育実践をすすめていくことを大

切にしたいと､学びあいの場を企画しました。 

子どもからの“多様で多彩な発信”を理解することは
容易ではありません。“問題行動”にも理由があるの
で一律のやり方はありません。<ペアトレ>の問題を
指摘しつつ，保護者を支援する上での大事にしてき
たことをお話いただきます。 

子どもの姿を共有することで深まる子ども理解。親
子教室の実践など発達支援センターの取り組みを
報告いただきます。 

https://bit.ly/2SGen1L 

申し込み期間 

7月 1日(木) ～ 8月 20日(金) 

 

 



全国発達支援通園事業連絡協議会 

第２４回全国大会（滋賀大会） オンライン開催 
大会テーマ 「時を生き、地域に生きる子どもと家族を支える療育」 

～地域でつなぐ、地域でつながる～ 

 

療育が児童発達支援として児童福祉法に位置づいてから 10 年が経ち、児童発達支援ガイドラ

インが作成され、今年４月には児童発達支援事業に関わる報酬改定がなされました。 

病院や施設でなされるものだった「療育」が、1970 年代から 1980 年代にかけて地域におい

て実施するものへと転換が図られました。近年、療育は発達支援、家族支援、地域支援を包含

するものとして捉えられるようになり、役割と対象の幅を広げ、障害が確定しない気づきの段

階から保障する意義が確かめられてきました。現在では、児童発達支援事業所数が全国で 7,000

箇所をこえ、親子にとってより身近な存在になっています。  

障害や発達上の課題があることでさまざまなもつれが生じがちな時期に、そのもつれを解き

ほぐしながら、子どもたちが「生まれてきてよかった」と思える地域をともにつくっていく役

割が児童発達支援事業所にはあります。  

一方、制度上はまだ大きな制約があります。きめ細かな送迎、丁寧につくられた食事、たっ

ぷり遊んでしっかりととれる休息や午睡、安全な屋外の遊び場の確保など、あたりまえの生活

を子どもの基本的人権として保障しようとしても、障害に対する合理的配慮を「受益」とみな

す現行の報酬方式の制度では大きな困難があります。 

新型コロナウィルス感染拡大のもと、児童発達支援も地域の中で欠かすことのできない事業

であることが改めて浮き彫りになりました。もう一度療育の原点に立ち返り、自分の地域の現

状を見つめ直し、療育の「あした」をひらく勇気がわいてくる大会になればと願っています。  

 

日  程 ２０２１年１０月２３日（土） 午前９時３０分～午後４時３０分 

参加費  ３,０００円（お一人につき） 

 締め切り ９月３０日（木）まで    下記 URL または右の QR コードから 

                 https://forms.gle/gb2v5QHaSLQjpsNz7   

申込は Webで 

【午前の部】  

基調報告 

記念講演「発達保障の現場をたどる：近江学園、大津市、そして…」 中村 隆一氏 

【午後の部】 

実践報告「地域でつなぐ、地域でつながる 

～全ての子どもが育ち、子育てしやすい地域づくりに向けて(滋賀県から)～」 

母子保健、医療的ケア児の療育現場、相談支援、療育教室をつなぐ…立場から     

行政説明・保護者の思い 

 

お問い合わせ先  全国発達支援通園事業連絡協議会 

464-0032 名古屋市千種区猫洞通1-15 東部地域療育センターぽけっと 内 

tel  052(782)3388   E-mail  zenturen@yahoo.co.jp 

HP  http://zenturen.g1.xrea.com/ 
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